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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に複数種類の図柄が配列されたリールと、前記リールを内側から照らすバックラ
イトと、を備える遊技機であって、
　前記バックライトは、
　光源が複数実装された光源基板と、
　前記光源を露出させる開口を複数有し、前記光源基板の前記光源が実装された面の少な
くとも一部を覆うように配置される、光を反射する仕切り部材と、を備え、
　前記光源基板には、前記光源それぞれを識別可能とする数字を含む識別符号が設けられ
ており、
　前記識別符号は、前記仕切り部材が配置された状態においても前記開口を介して各識別
符号の前記数字の全体が見えるようになっていることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシンやパチンコ遊技機等の遊技機は、演出のための照明装置を備えている。
照明装置には、演出に応じて様々な色で点灯または点滅するものがある。照明装置は一般
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的に、ＬＥＤが実装された光源基板と、光源基板の前方側（遊技者側）に配置され、背面
側からＬＥＤによって照らされて発光する発光部材とを備えている。これにより遊技者は
、発光した状態の発光部材を視認することができる。
【０００３】
　照明装置を備えた遊技機の一例として特許文献１に開示されたものが知られている。
　この遊技機が備える照明装置は、透光性を有する材質で形成されたスピーカレンズと、
前記スピーカレンズの背面側に配置された光源とを備えている。
　前記スピーカレンズは、正面から見た外形が略矩形状であり、前記スピーカレンズは左
右方向（長手方向）に対してスリット状に形成された孔である通音孔を備えている。前記
光源は、基板に実装されたＬＥＤであり、前記基板は左右方向に対してスリット状に形成
された孔である通音部を備えている。前記基板の背面側にはスピーカが配置されており、
前記スピーカから出力される音は、前記通音孔および前記通音部を介して外部に放音され
るようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１２６３３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記従来の遊技機は、透光性を有する前記スピーカレンズを取付相手部材に取り付ける
ための形状を前記スピーカレンズの背面側に有するものではないが、仮に、前記スピーカ
レンズの背面側に前記取付相手部材への取付形状となるボスを設け、前記取付相手部材の
背面側からねじ締めをした場合、前記スピーカレンズが透光性を有するため、正面側から
ボスおよびねじが視認されてしまい、遊技機の意匠性が低下してしまうおそれがあった。
【０００６】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたもので、透光性を有する導光棒の背面側に取付部
を設けた場合における、遊技機の意匠性低下を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の遊技機は、少なくとも一つの棒状の導光棒と、前
記導光棒の長手方向における一方の端部に背面側から光を入射する光源とを備えた遊技機
であって、前記導光棒は、光源側とは反対側に透光性樹脂で形成されて光を導光する導光
部と、前記光源側に非透光性樹脂で形成されて導光部側に光を反射する反射部と、前記反
射部の背面側に立設され、取付相手となる部材に挿入される取付部とを備えていることを
特徴とする。
【０００８】
　本発明においては、導光体の取付部が、非透光性であって不透明である反射部の背面側
に立設されているため、正面側（遊技者側）からの取付部の視認が困難となる。したがっ
て、遊技機の意匠性が低下するのを防止できる。
【０００９】
　また、本発明の前記構成において、前記取付部は、正面側から見て一部の形状が前記導
光棒の外縁から外側にはみ出るように形成されているとともに、前記一部の形状は正面側
から意匠部材で覆われるようになっているのが好ましい。
【００１０】
　このような構成によれば、取付部の一部の形状が正面側から意匠部材で覆われるため、
当該一部の形状が正面側から視認されることがない。したがって、遊技機の意匠性が低下
するのを防止できる。
【００１１】
　また、本発明の前記構成において、複数の回転リールと、前記回転リールの回転を停止
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させるための操作が行なわれるストップボタンと、遊技に使用される遊技媒体をベットす
るための操作が行なわれるベットボタンと、をさらに備え、前記ストップボタンを動作さ
せるために必要な力は、前記ベットボタンを動作させるために必要な力よりも小さく設定
されているのが好ましい。
【００１２】
　このような構成によれば、遊技者は、ストップボタンの操作に関して軽くて心地よい操
作フィーリングを得ることができるとともに、テンポよくすべてのストップボタンを押下
することが可能となる。したがって、遊技者は快適に遊技を行うことが可能となり、遊技
性が向上する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、透光性を有する導光棒の背面側に取付部を設けた場合でも、遊技機の
意匠性が低下するのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態に係る遊技機の一例を示すもので、その正面図である。
【図２】同、上部ユニットを正面側から見た図である。
【図３】同、上部ユニットの分解斜視図である。
【図４】同、導光棒を正面側から見た斜視図である。
【図５】同、導光棒を示すもので、（ａ）は導光棒を正面から見た図、（ｂ）は導光棒の
断面図である。
【図６】同、導光棒を背面から見た図である。
【図７】同、透光性樹脂部を示すもので、（ａ）は透光性樹脂部を上面から見た図、（ｂ
）は透光性樹脂部を正面側から見た斜視図である。
【図８】同、非透光性樹脂部を示すもので、（ａ）は非透光性樹脂部を上面から見た図、
（ｂ）は非透光性樹脂部を正面側から見た斜視図である。
【図９】同、ベース部材を正面から見た図である。
【図１０】同、ベース部材を背面から見た図である。
【図１１】同、ベース部材の背面側に配置される、リフレクタ、光源基板、ブラケット、
およびスペーサを正面側から見た分解斜視図である。
【図１２】同、リフレクタが取り付けられた状態のベース部材を背面から見た図である。
【図１３】同、押え部材を示すもので、（ａ）は押え部材を正面から見た図、（ｂ）は押
え部材をＳ方向から見た図である。
【図１４】同、装飾部材を示すもので、（ａ）は装飾部材を正面側から見た斜視図、（ｂ
）は装飾部材を背面から見た図である。
【図１５】同、スポットレンズを正面から見た図である。
【図１６】同、スポットリフレクタを示すもので、（ａ）はスポットリフレクタを正面側
から見た斜視図、（ｂ）はスポットリフレクタを背面から見た図である。
【図１７】同、スピーカを正面側から見た斜視図である。
【図１８】同、光源基板およびリフレクタを正面から見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。本実施の形態は本発明を
遊技機の一つであるスロットマシンに適用した場合を例にとって説明するが、本発明はス
ロットマシンに限ることなく、その他の遊技機に適用してもよい。
　なお、以下の説明においては、基本的に「前後」とは、スロットマシンの前側に遊技者
が居る場合に、遊技者側が「前」で、スロットマシン側が「後」を意味し、「上下」とは
スロットマシンの上面側が「上」で、下面側が「下」を意味し、「左右」とはスロットマ
シンを遊技する遊技者の左手側が「左」を意味し、右手側が「右」を意味する。
【００１６】
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　まず、発明が適用されるスロットマシンＭの概略構成について説明する。
　図１はスロットマシンＭを示す正面図である。
　このスロットマシンＭは、筐体１を備えており、この筐体１は、底板、左右の側板、天
板および背板を備え、当該筐体１の正面側に開口する正面開口部を有する箱形に形成され
ている。なお、底板の上面には、各部品に電力を供給するための電源装置を内蔵した電源
ユニット、メダルを貯留するとともにメダルを払い出す払い出し装置としてのホッパーユ
ニット等が設けられている。
【００１７】
　また、筐体１の正面には、筐体１の正面開口部を開閉可能に閉塞する前扉３が設けられ
ており、この前扉３は、前記開口上部を開閉可能に閉塞する上扉３０と、前記開口下部を
開閉可能に閉塞する下扉４０とを備えている。
　前記筐体１内には、交換ユニットが着脱可能に設けられている。この交換ユニットは、
略直方体状に組まれた金属枠である枠体と、枠体に支持されたリールユニットと、枠体に
固定された基板ユニットとを備えている。
　リールユニットは、枠体に設けられた３個のステッピングモータと、各々のステッピン
グモータの出力軸に固定された３個の回転リールとを備えている。また、基板ユニットは
、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏ等の電子部品を備えた基板を、基板ケースに収納した
ものである。そして、基板ユニットは、スロットマシンＭの遊技を制御するための遊技制
御装置として機能する。
【００１８】
　図１に示すように、上扉３０の下部には表示窓３１が設けられている。この表示窓３１
は上側ほど後側に向かうように水平面に対して傾斜して設けられ、この表示窓３１の奥に
は、前記３個の回転リールが横一列に設けられている。各回転リールの外周面には複数種
類の図柄が配列されており、回転リールが停止すると表示窓３１を通して１リール当たり
３個の図柄が表示される。スロットマシンＭでは、横３本と斜め２本とからなる計５本の
入賞有効ラインが設定されている。
　そして、３個の回転リールが停止したときに入賞有効ライン上に停止した図柄の組み合
わせによって当選役が入賞したか否かが表示される。
　また、上扉３０の上部には、表示窓３１より大きい表示窓３２がほぼ鉛直に設けられて
いる。この表示窓３２は上扉３０に設けられた表示ユニットの表示面を見るために設けら
れたものであり、この表示ユニットでは、その表示面に遊技機における演出用の画像が表
示されるようになっている。
　また、上扉３０の表示窓３２の上側中央部には、報知や演出などを行うための横長の照
明装置３３，３８が設けられている。
　また、表示窓３２と表示窓３１との間には報知や演出などを行うための横長の照明装置
３４，３５，３４が左右に隣接して設けられている。
　また、表示窓３１の左右両側には報知や演出などを行うための演出用パネル６１が設け
られ、右側の演出用パネル６１には演出ボタン６２が設けられている。演出ボタン６２は
、遊技者によって押下操作されるものであり、押下されることで例えば表示窓３２を通し
て見える画像表示装置に表示される演出画像の態様を変化させ、遊技者に対して遊技への
参加意識を高めるとともに、興趣を高めるようにしたものである。例えば、演出ボタン６
２の操作に連動して画像表示装置に表示される演出画像を選択することができる。なお、
演出ボタン６２の配置は、これに限定されるものではなく、遊技者が押下操作可能な位置
に設けられていればよい。
　さらに、上扉３０の左右両側にはそれぞれ報知や演出などを行うための照明装置３７が
設けられている。
【００１９】
　また、上扉３０は、筐体１内に設けられた前記交換ユニットにヒンジを介して回動可能
に連結されることで、筐体１の開口上部を開閉するようになっている。また、下扉４０は
筐体１にヒンジを介して回動可能に連結されることで、筐体１の開口下部を開閉するよう
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になっている。
【００２０】
　なお、このスロットマシンＭは、分離型筐体タイプの構造を有するものであり、遊技店
における機種の交換時に、上扉３０が回動自在に取り付けられた交換ユニットを交換する
ようになっており、機種の交換時に筐体１、下扉４０および筐体１内の電源ユニットやホ
ッパーユニット等は、遊技店の島設備に取り付けられたままで、交換されないようになっ
ている。また、スロットマシンＭは、分離型筐体タイプに限られるものではなく、機種交
換時にスロットマシン全体を交換するものであってもよい。この場合に、前扉３を上扉３
０と下扉４０とに分けない一体の構造としてもよい。また、上扉３０と下扉４０とに分け
る場合に、上扉３０を、筐体１の側板にヒンジを介して回動自在に取り付けてもよい。
【００２１】
　また、上扉３０の下端部には、下扉４０の前面より後方側で下扉４０の上端より下側に
突出する係合部が設けられ、下扉４０が閉じた状態で、上扉３０を開放することができな
い構造になっている。
【００２２】
　また、下扉４０の下部には、スロットマシン内部よりメダルを排出するためのメダル払
い出し口と、メダル払い出し口から排出されたメダルを溜めておくためのメダル受け皿４
３とが形成されている。また、操作部５０とメダル受け皿４３との間には液晶表示パネル
４５が取り付けられている。また、この液晶表示パネル４５の左右両側にはそれぞれ報知
や演出などを行うためのランプ３３ｄが設けられている。
【００２３】
　また、下扉４０の上部には、スロットマシンＭを操作するための操作部５０が設けられ
ている。操作部５０には、クレジットされたメダルを払い出すための精算スイッチ５２、
遊技を開始させるためのスタートレバー５３、３個の回転リールそれぞれの回転を停止さ
せるための３個のストップボタン５４、メダル（遊技媒体）を投入するためのメダル投入
口４２、メダル投入口４２の下方のメダル通路内で発生したメダル詰まりを解消するリジ
ェクトボタン５５、最大数の３枚のメダルをベットするときに操作されるＭＡＸベットボ
タン５６（ベットボタン）等が設けられる他、遊技の演出等を選択するための操作盤５７
や、表示ユニット５８が設けられている。操作盤５７は操作部５０の幅方向（左右方向）
の略中央部に配置され、メダル投入口４２およびリジェクトボタン５５を挟んで、右側に
表示ユニット５８が配置されている。なお、操作盤５７には、演出等の選択用の十字キー
、決定ボタン、キャンセルボタン等を有している。
【００２４】
　ＭＡＸベットボタン５６は、上方を向くように配置されており、上方から下方に向かっ
て押し込まれるように形成されている。ＭＡＸベットボタン５６を動作させるために必要
な力（以下、操作力という）は、約１．０Ｎとなっている。また、ＭＡＸベットボタン５
６は、押圧部と弾性部材とを備えている。押圧部は、遊技者の指等によって押し込み操作
される部材であり、樹脂等で形成されている。また、押圧部は、弾性部材によって上方に
付勢されている。弾性部材は、押圧部を付勢するとともに、押圧部が押し込み操作された
場合には付勢力に抗して弾性変形するように形成されている部材であり、ばね等が用いら
れている。
　また、ストップボタン５４は、前方を向くように配置されており、前方から後方に向か
って押し込まれるように形成されている。ストップボタン５４の操作力は、約０．７Ｎと
なっている。すなわち、ストップボタン５４の操作力は、ＭＡＸベットボタン５６の操作
力よりも小さくなっている。
　また、演出ボタン６２は、前方を向くように配置されており、前方から後方に向かって
押し込まれるように形成されている。演出ボタン６２の操作力は、ＭＡＸベットボタン５
６の操作力よりも大きいか、あるいは同等のものとなっている。演出ボタン６２の操作力
は、例えば、約３．０Ｎとなっている。
　また、ストップボタン５４および演出ボタン６２は、ＭＡＸベットボタン５６と同様に
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、押圧部と弾性部材とを備えており、ストップボタン５４および演出ボタン６２の押圧部
は、弾性部材によって前方に付勢されている。
　また、既述のとおり、ＭＡＸベットボタン５６の操作力は約１．０Ｎとなっているが、
換言すれば、押圧部を押し込んで弾性部材を弾性変形させ、ＭＡＸベットボタン５６が備
えるセンサからスイッチＯＮ信号（ボタンが押された旨の信号）が出力される位置まで押
圧部を移動させるのに必要な荷重（センサ検知荷重）が約１．０Ｎとなっている。本実施
の形態の遊技機においては、センサには、フォトセンサが用いられているが、押圧部の押
し込みを検知できるものであればその他のセンサを用いてもよい。フォトセンサは、例え
ば、押圧部の押し込みによって動く検出物体によって、発光素子から受光素子に向かう光
が変化したことを検知すると、スイッチＯＮ信号を出力するようになっている。押圧部は
、センサ検知荷重より大きな荷重が加えられると、弾性部材を弾性変形させながらさらに
移動し、メカストッパーに当接して停止するようになっている。ストップボタン５４（操
作力約０．７Ｎ）および演出ボタン６２（操作力約３．０Ｎ）についても同様である。
【００２５】
　ここで、本実施の形態の遊技機における基本的な遊技の流れを説明する。遊技者がＭＡ
Ｘベットボタン５６を押下すると、クレジットされたメダルが投入（ベット）され、遊技
を開始することが可能な状態となる。そして、遊技者が遊技を開始する操作としてスター
トレバー５３を押下する操作を行うと、回転リールが回転を始め、回転リールの回転速度
が所定の速度まで上昇するとストップボタン５４の押下操作が有効な状態となる。その後
、遊技者が任意のタイミングでストップボタン５４を押下していくと、各回転リールが停
止する。そして、すべての回転リールが停止すると、遊技の結果に応じて、メダルを払い
出す処理や、メダルを新たに消費することなく再度遊技を開始可能な状態とする処理等が
行なわれ、１回の遊技が終了する。
　また、演出ボタン６２は、例えば、ボーナスに当たったことや、遊技者にとって有利な
状態に移行することが決定したこと等の、遊技者にとって喜ばしいことを遊技者に報知す
る場合や、遊技者にとっての勝負所等の所定のタイミングで、演出の態様を変化させるた
めの押下操作が有効な状態となる。そして、当該押下操作が有効な状態で、演出ボタン６
２が押下されると、画像表示装置に表示される演出画像の態様が変化したり、可動役物が
動いたりして、演出の態様が変化する。
【００２６】
　上記から明らかなように、ストップボタン５４は、遊技毎に回転リールの数に応じた複
数個押下する必要がある。このとき、ストップボタン５４の操作力が、ＭＡＸベットボタ
ン５６および演出ボタン６２の操作力よりも小さく設定されていることにより、遊技者は
、ストップボタン５４の操作に関して軽くて心地よい操作フィーリングを得ることができ
るとともに、テンポよくすべてのストップボタン５４を押下することが可能となる。した
がって、遊技者は快適に遊技を行うことが可能となり、遊技性が向上する。また、このよ
うに使用頻度の高いストップボタン５４の操作力が小さく設定されていることにより、遊
技者の疲労の蓄積が軽減され、遊技性が向上する。
【００２７】
　また、ＭＡＸベットボタン５６は、遊技を開始するための操作に用いられることや、上
から叩くようにして操作することが可能であることから、強い力で操作されることも多い
が、ストップボタン５４よりも操作力が大きく設定されていることにより、遊技者は適度
に押しごたえのある操作フィーリングを得ることができ、遊技性が向上する。
【００２８】
　また、演出ボタン６２は、ストップボタン５４やＭＡＸベットボタン５６よりも操作頻
度が低い。また、演出ボタン６２は、上記のように遊技者にとって喜ばしいことを遊技者
に報知する場合や、遊技者にとっての勝負所等で、演出の態様を変化させるための押下操
作が有効な状態となるので、気分が高揚した状態の遊技者によって強い力で操作される傾
向がある。このような演出ボタン６２の操作力が、ストップボタン５４の操作力より大き
く、かつＭＡＸベットボタン５６の操作力以上となるように設定されているので、遊技者
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は重くてずっしりとした操作フィーリングを得ることができ、遊技性が向上する。
【００２９】
　次に、本発明に係る照明装置３８について説明する。
　照明装置３８は、上扉３０における表示窓３２の上側の上部ユニット２００に設けられ
ている。図２は、上部ユニット２００を正面から見た図である。図３は、上部ユニット２
００の分解斜視図である。
【００３０】
　上部ユニット２００は、左右対称に構成されているので、以下、左側の構成について説
明し、右側の構成についての説明は省略する。図３に示すように、上部ユニット２００は
、ブラケット１３０、スペーサ１４０、光源基板１２０、スピーカ６７、リフレクタ１１
０、ベース部材１００、導光棒７０、押え部材６４、装飾部材６３、スポットレンズ６５
、スポットリフレクタ６６、インナーレンズ６８、およびアウターレンズ６９を備えてい
る。
【００３１】
　図２に示した照明装置３８は、光源基板１２０、リフレクタ１１０、ベース部材１００
、および導光棒７０とを備えている。導光棒７０は、棒状に形成されており、長手方向に
おける一方の端部の背面側に配置されているＬＥＤ（光源）１２１（図１１に示す）によ
って照らされ、発光した状態で正面側から遊技者に視認されるようになっている。これに
より、遊技機の装飾性が向上する。
　図４は、導光棒７０を正面側から見た斜視図である。図５（ａ）は、導光棒７０を正面
から見た図である。図５（ｂ）は、図５（ａ）におけるＣＣ線の断面図である。図６は、
導光棒７０を背面から見た図である。
　以下、図４に示すように、導光棒７０が、左右方向に延在する３本の導光棒が連結され
て形成されている場合について説明するが、導光棒の数はこれに限定されるものではなく
、導光棒７０は少なくとも一つの棒状の導光棒を備えていればよい。導光棒７０は、前方
側（光源側とは反対側）に位置する透光性樹脂部８０と、後方側（光源側）に位置する非
透光性樹脂部９０とが二色成形によって一体に形成されている部材である。
【００３２】
　図７を用いて透光性樹脂部８０について説明する。図７（ａ）は、透光性樹脂部８０を
上面から見た図である。図７（ｂ）は、透光性樹脂部８０を正面側から見た斜視図である
。透光性樹脂部８０は、透光性を有する透明部材であり、例えば、ポリカーボネート樹脂
等で形成されている。透光性樹脂部８０は、上面から見て略Ｌ字形状に形成されている。
透光性樹脂部８０は、導光部８１、光導入部８２、連結部８３および屈曲部８４を備えて
いる。導光部８１は、左右方向に延在する棒状の部位である。図７（ａ）に示す導光部８
１は、左右方向に対して、右側から左側に向かうほど前方側（遊技者側）に位置するよう
に傾斜している。この傾斜は意匠性等を考慮して形成されているものであるが、導光部８
１は左右方向と平行に形成されていてもよい。光導入部８２は、導光部８１の長手方向の
一端（右端）から光源（ＬＥＤ１２１）に向かって延在する棒状の部位である。図７（ａ
）に示す光導入部８２は、前後方向と略平行となるように形成されている。連結部８３は
、導光部８１の長手方向の一端（左端）に形成され、導光部８１の左端同士を互いに連結
する板状の部位である。後方側に配置されたＬＥＤ１２１から出射された光は、光導入部
８２で導入され、後述する屈曲部８４の傾斜面８４ａで反射されて導光部８１の内部に進
行するようになっている。
【００３３】
　導光部８１と光導入部８２との境界となる位置には、折り曲げ形状である屈曲部８４が
形成されている。屈曲部８４には、前後方向および左右方向のそれぞれに対して傾斜した
面である傾斜面８４ａが形成されている。傾斜面８４ａは、光導入部８２の内部を進行し
てきた光を、導光部８１側に向かって反射するために設けられている。
【００３４】
　光導入部８２は、上下方向に対して二股状に分岐されている。光導入部８２における後
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方側の端面は、ＬＥＤ１２１から出射された光が入射する入射面８２ａ，８２ｂとなって
いる。このように光導入部８２が二股状に形成されているため、一つの光導入部８２から
二つのＬＥＤ１２１の光を導入でき、導光部８１の発光輝度をより高くすることができる
。なお、光導入部８２の分岐数は二つに限定されるものではなく、二つ以上としてもよい
。また、一つのＬＥＤ１２１で十分な発光輝度が得られる場合には、光導入部８２を分岐
させなくてもよい。
【００３５】
　次に、図８を用いて非透光性樹脂部９０について説明する。図８（ａ）は、非透光性樹
脂部９０を上面から見た図である。図８（ｂ）は、非透光性樹脂部９０を正面側から見た
斜視図である。非透光性樹脂部９０は、非透光性の白色部材であり、例えば、ポリカーボ
ネート樹脂等で形成されている。非透光性樹脂部９０は、反射部９１、フランジ部９２、
連結部９３、およびボス（取付部）９４とを備えている。反射部９１は、図７（ｂ）で示
した導光部８１と対向するように導光部８１の背面側に形成されて左右方向に延在する棒
状（板状）の部位である。フランジ部９２は、反射部９１の長手方向の一端（右端）に形
成されて反射部９１の右端同士を互いに連結する板状の部位である。フランジ部９２は、
二色成形された際に、図７（ｂ）で示した光導入部８２における屈曲部８４側の端部の外
周を取り囲むように形成されている。これにより、光導入部８２の上下方向に対する位置
が規制されることとなる。連結部９３は、反射部９１の長手方向の一端（左端）に形成さ
れて反射部９１の左端同士を互いに連結する板状の部位である。ボス（取付部）９４は、
反射部９１における左右方向略中央の背面に立設された円柱状の部位である。
【００３６】
　次に、導光部８１と反射部９１とが接合している面の形状について説明する。図５（ｂ
）に示すように、導光部８１と反射部９１との境界面は、断面鋸歯状となっている。図８
（ａ）に示すように、反射部９１における導光部８１の接合面には、長手方向Ｅに沿って
凹部９１ｂと凸部９１ａとが交互に形成されている。凸部９１ａは前方側に向かって突出
した形状であり、凹部９１ｂは後方側に向かって窪んだ形状となっている。凸部９１ａの
右側（光源側）には、長手方向Ｅに対して、左側（光源側とは反対側）に向かうほど前方
側に位置するように傾斜した面である第一傾斜面９１ｃが形成されている。第一傾斜面９
１ｃは、導光部８１の内部を進行してきた光を前方側に向かって反射する役割を担ってい
る。一方、凸部９１ａの左側（光源側とは反対側）には、長手方向Ｅに対して、右側（光
源側）に向かうほど前方側に位置するように傾斜した面である第二傾斜面９１ｄが形成さ
れている。図８（ａ）に示すように、第一傾斜面９１ｃの長手方向Ｅに対する傾斜角αは
、第二傾斜面９１ｄの長手方向Ｅに対する傾斜角βより小さくなっている。
　上記のとおり、反射部９１には長手方向Ｅに沿って凹部９１ｂと凸部９１ａとが交互に
形成されており、図７で示した導光部８１の内部を進行する光は反射部９１の第一傾斜面
９１ｃで反射され、導光部８１を介して前方側に放射される。これにより、正面側から見
た場合に、導光棒７０の導光部８１が均一に発光しているように視認できる。
【００３７】
　ここで、図８（ｂ）に示すように、互いに隣接する凸部９１ａ同士の間隔を間隔Ｐとす
る。間隔Ｐは、長手方向中央部に比べて長手方向両端部の方が狭くなるように形成されて
いる。ここでいう長手方向中央部には、長手方向中央部およびその近傍が含まれる。また
、長手方向両端部には、長手方向両端部およびその近傍が含まれる。間隔Ｐは、一方の端
部から長手方向中央部に向かうにつれて広くなるように形成されているととともに、長手
方向中央部から他方の端部に向かうにつれて狭くなるように形成されている。また、左側
（光源とは反対側）の端部における間隔Ｐは、右側（光源側）の端部における間隔Ｐに比
べて狭くなっている。このため、輝度が上昇しやすい傾向のある長手方向Ｅの中央近傍に
おいて、前方側に向かって放射される光（反射光）の量が抑制されるとともに、輝度が低
下しやすい傾向のある長手方向Ｅの両端において、反射光の量が増大される。これにより
、導光部８１の中央近傍において発光輝度の上昇が抑制されるとともに、導光部８１の両
端近傍において発光輝度の低下が抑制され、正面側から見た場合に、導光棒７０の導光部
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８１がより均一に発光しているように視認できる。
【００３８】
　以下、図６に示すように、最も上方に位置する反射部９１を反射部９１Ａとし、最も下
方に位置する反射部９１を反射部９１Ｂとし、反射部９１Ａと反射部９１Ｂとの間に位置
する反射部９１を反射部９１Ｃとする。また、反射部９１Ａの背面に立設されているボス
９４をボス９４ａとし、反射部９１Ｂの背面に立設されているボス９４をボス９４ｂとし
、反射部９１Ｃの背面に立設されているボス９４をボス９４ｃとする。ボス９４ａ，９４
ｂ，９４ｃには、ねじ孔９４ｄが形成されている。図５（ａ）に示すように、ボス９４ａ
は、正面から見て円形状の一部の形状（突出領域Ａとする）が、導光棒７０の外縁（上縁
）から上側にはみ出るように形成されている。また、ボス９４ｂは、正面から見て円形状
の一部の形状（突出領域Ｂとする）が、導光棒７０の外縁（下縁）から下側にはみ出るよ
うに形成されている。
【００３９】
　次に、導光棒７０の取付相手となるベース部材１００について説明する。図９は、ベー
ス部材１００を正面から見た図である。図１０は、ベース部材１００を背面から見た図で
ある。
　ベース部材１００は、非透光性の赤色部材であり、例えば、ポリカーボネート樹脂等で
形成されている。ベース部材１００には、正面から見て左下にスピーカグリル１０１が形
成されている。スピーカグリル１０１は、斜め格子状に形成されており、複数の三角形状
の貫通孔を有している。スピーカグリル１０１は、後述するスピーカ６７（図１７に示す
）から出力される音を、前方（遊技者側）に通音する部位である。
　スピーカグリル１０１における左右方向略中央部であって、導光棒７０のボス９４ａ，
９４ｂ，９４ｃと対向する位置には、円形状の窪み形状である導光棒取付部１０２ａ，１
０２ｂ，１０２ｃが形成されている。導光棒取付部１０２ａは、スピーカグリル１０１の
上縁の外側となる位置に形成されており、導光棒取付部１０２ｂは、スピーカグリル１０
１の下縁の外側となる位置に形成されている。導光棒取付部１０２ｃは、スピーカグリル
１０１における上下方向略中央部に形成されている。導光棒取付部１０２ａ～１０２ｃは
、導光棒７０のボス９４ａ～９４ｃを内部に挿入可能に形成されている。また、図１０に
示すように、図９で示した導光棒取付部１０２ａ～１０２ｃの底面には、前後方向に貫通
した取付孔１０２ｄが形成されている。
　図９に示すように、スピーカグリル１０１の右側（左右方向内側）であって、導光棒７
０の光導入部８２と対向する位置には、前後方向に貫通した矩形状の貫通孔である導光棒
収容孔１０３が形成されている。導光棒収容孔１０３は、図７（ｂ）で示した導光棒７０
の光導入部８２を収容可能に形成されており、光導入部８２同士の間を仕切るための仕切
り板１０３ａが設けられている。
【００４０】
　導光棒７０は、光導入部８２が導光棒収容孔１０３に収容されているとともに、ボス９
４ａ～９４ｃが導光棒取付部１０２ａ～１０２ｃの内部に挿入されている状態で、背面側
からねじ（不図示）を、取付孔１０２ｄを介してボス９４ａ～９４ｃのねじ孔９４ｄにね
じ込むことによって、ベース部材１００に固定されている。
【００４１】
　図１１は、ベース部材１００の背面側に配置される、リフレクタ１１０、光源基板１２
０、ブラケット１３０、およびスペーサ１４０を正面側から見た分解斜視図である。
　光源基板１２０は、ＬＥＤ１２１を含む複数の素子が前面に実装された板状の部品であ
る。ＬＥＤ１２１は、導光棒７０の光導入部８２と対向する位置等に配置されている。Ｌ
ＥＤ１２１から出射された光は、光導入部８２の入射面８２ａ，８２ｂに入射するように
なっている。
【００４２】
　リフレクタ１１０は、ＬＥＤ１２１から出射された光を反射または遮光するために設け
られている部材であり、光源基板１２０の前面側を覆うような形状で形成されている。リ
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フレクタ１１０には、導光棒７０の光導入部８２と対向する位置に、前後方向に貫通した
矩形状の貫通孔である開口部１１１が形成されている。これにより、ＬＥＤ１２１から出
射された光は、開口部１１１を介して、光導入部８２の入射面８２ａ，８２ｂに入射する
ようになっている。また、図１０に示すように、ベース部材１００の背面には、リフレク
タ１１０を取り付けるための複数のボス１０４が立設されている。ボス１０４には、ねじ
孔１０４ａが形成されている。図１１に示すように、リフレクタ１１０は、ボス１０４と
対向する位置に設けられた複数の取付孔１１２を備えている。リフレクタ１１０は、背面
側からねじ（不図示）を、取付孔１１２を介してボス１０４のねじ孔１０４ａにねじ込む
ことによって、ベース部材１００に固定されている。
【００４３】
　図１２は、リフレクタ１１０が取り付けられた状態のベース部材１００を背面から見た
図である。リフレクタ１１０の背面側には、複数のボス１１３が立設されている。ボス１
１３には、ねじ孔１１３ａが形成されている。図１１に示すように、光源基板１２０は、
ボス１１３と対向する位置に設けられた複数の取付孔１２２、およびＵ字形状の切り欠き
である複数の切欠部１２３を備えている。また、スペーサ１４０は、所定のボス１１３と
対向する位置に設けられた複数の取付孔１４１を備えている。また、ブラケット１３０は
、所定のボス１１３と対向する位置に設けられた複数の取付孔１３１を備えている。
　光源基板１２０およびブラケット１３０は、背面側からねじ（不図示）を取付孔１３１
、取付孔１２２および切欠部１２３を介して、図１２で示したボス１１３のねじ孔１１３
ａにねじ込むことによって、ベース部材１００（リフレクタ１１０）に固定されている。
　光源基板１２０およびスペーサ１４０は、背面側からねじ（不図示）を取付孔１４１お
よび取付孔１２２を介して、図１２で示したボス１１３のねじ孔１１３ａにねじ込むこと
によって、ベース部材１００（リフレクタ１１０）に固定されている。
【００４４】
　次に、導光棒７０の前面側からの取り付けについて説明する。
　図５（ａ）に示すように、導光棒７０の連結部９３には取付孔７４が形成されている。
また、導光棒７０のフランジ部９２には取付孔７５が形成されている。
　図９に示すように、ベース部材１００におけるスピーカグリル１０１の左右両端であっ
て、取付孔７４，７５に対向する位置には、ねじ孔１０４ａ，１０４ｂが形成されている
。導光棒７０の左側は、前面側からねじ（不図示）を、取付孔７４を介してベース部材１
００のねじ孔１０４ａにねじ込むことによって、ベース部材１００に固定されている。一
方、導光棒７０の右側は、後述する押え部材６４によって前方から押えられた状態でねじ
締めされて、ベース部材１００に固定されている。
【００４５】
　図１３を用いて押え部材６４について説明する。図１３（ａ）は、押え部材６４を正面
から見た図である。図１３（ｂ）は、押え部材６４を図１３（ａ）に示すＳ方向から見た
図である。
　押え部材６４は、図８（ｂ）で示した導光棒７０のフランジ部９２に当接するように形
成されている。押え部材６４は、非透光性の白色部材であり、例えば、ＡＢＳ樹脂等で形
成されている。図１３（ａ）に示すように、押え部材６４には、図５（ａ）で示した導光
棒７０の取付孔７５と連通する取付孔６４ｂが形成されている。また、図１３（ｂ）に示
すように、押え部材６４には、図７（ｂ）で示した導光棒７０の屈曲部８４を覆うための
窪み形状である複数の凹部６４ａが形成されている。導光棒７０の右側は、前面側からね
じ（不図示）を、取付孔６４ｂおよび取付孔７５を介してベース部材１００のねじ孔１０
４ｂにねじ込むことによって、ベース部材１００に固定されている。
【００４６】
　次に、図２で示した装飾部材６３の取り付けについて説明する。図１４（ａ）は、装飾
部材６３を正面側から見た斜視図である。図１４（ｂ）は、装飾部材６３を背面から見た
図である。装飾部材６３は、前面側からベース部材１００に取り付けられる部材であり、
正面から見て略Ｌ字形状に形成されている。装飾部材６３は、非透光性の赤色部材であり
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、例えば、ポリカーボネート樹脂等で形成されている。装飾部材６３は、上下方向に延び
る短尺延在部６３ａと、左右方向に延びる長尺延在部６３ｂとを備えている。装飾部材６
３は、短尺延在部６３ａが導光棒７０の連結部８３（図７（ｂ））および連結部９３（図
８（ｂ））を覆うとともに、長尺延在部６３ｂが導光棒７０の下部側に配置されるように
して、ベース部材１００に固定されている。
【００４７】
　図１４（ｂ）に示すように、短尺延在部６３ａの背面には、ボス６３ｃが立設されてい
る。長尺延在部６３ｂの背面には、ボス６３ｄ、爪部６３ｅ、および壁部６３ｆが立設さ
れている。ボス６３ｃ，６３ｄには、ねじ孔６３ｇが形成されている。図９に示すように
、ベース部材１００には、装飾部材６３のボス６３ｃ，６３ｄに対向する位置に、円形状
の窪み形状である装飾部材取付部１０５ａ，１０５ｂが形成されている。また、ベース部
材１００には、装飾部材６３の爪部６３ｅに対向する位置に、爪嵌合部１０６が形成され
ている。また、ベース部材１００には、装飾部材６３の壁部６３ｆに対向する位置に、壁
部収容部１０７が形成されている。また、図１０に示すように、図９で示した装飾部材取
付部１０５ａ，１０５ｂの底面には、前後方向に貫通した取付孔１０５ｃが形成されてい
る。
　装飾部材６３は、ボス６３ｃ，６３ｄが装飾部材取付部１０５ａ，１０５ｂに挿入され
、かつ壁部６４ｅが壁部収容部１０７に収容され、かつ爪部６３ｅが爪嵌合部１０６に嵌
合されている状態でベース部材１００に仮固定され、背面側からねじ（不図示）を、取付
孔１０５ｃを介してボス６３ｃ，６３ｄのねじ孔６３ｇにねじ込むことによって、ベース
部材１００に固定されている。装飾部材６３がベース部材１００に固定されている状態で
は、図５（ａ）で示した導光棒７０の突出領域Ｂが装飾部材６３によって覆われているた
め、突出領域Ｂは正面側（遊技者側）からは視認されないようになっている。
【００４８】
　次に、図２で示した照明装置３３について説明する。照明装置３３は、図３で示した光
源基板１２０、リフレクタ１１０、ベース部材１００、スポットレンズ６５、およびスポ
ットリフレクタ６６を備えている。
　図１５は、スポットレンズ６５を正面側から見た斜視図である。スポットレンズ６５は
、光源基板１２０に実装された複数のＬＥＤ１２１に照らされて発光した状態で、正面側
から遊技者に視認される部材である。スポットレンズ６５は、透光性を有する透明部材で
あり、例えば、ポリカーボネート等の樹脂で形成されている。スポットレンズ６５は、正
面から見て正八角形状であって、前方に向かって先細となるように形成されたレンズ６５
ａ，６５ｂ，６５ｃを、左右方向に連結させて形成されている。レンズ６５ａとレンズ６
５ｂとの連結部、およびレンズ６５ｂとレンズ６５ｃとの連結部には、前後方向に貫通し
た取付孔６５ｄが形成されている。
【００４９】
　図１６（ａ）は、スポットリフレクタ６６を正面から見た斜視図である。図１６（ｂ）
は、スポットリフレクタ６６を背面から見た図である。スポットリフレクタ６６は、スポ
ットレンズ６５の周囲を取り囲む枠状の部材であり、スポットレンズ６５を内側に収容可
能に形成されている。スポットリフレクタ６６は、例えば、ＡＢＳ等の樹脂で形成されて
おり、蒸着によって表面に銀色の薄膜が施されている。これにより、スポットリフレクタ
６６は非透光性となっている。スポットリフレクタ６６は、装飾部材としての役割、図１
５で示したレンズ６５ａ，６５ｂ，６５ｃの間を遮光する役割、およびスポットレンズ６
５をベース部材１００に取り付ける取付部材としての役割を担っている。図１６（ｂ）に
示すように、スポットリフレクタ６６の背面には複数のボス６６ａが立設されている。ボ
ス６６ａには、ねじ孔６６ｂが形成されている。
【００５０】
　図９に示すように、ベース部材１００には、スポットリフレクタ６６のボス６６ａに対
向する位置に、円形状の窪み形状であるスポットリフレクタ取付部１０８が形成されてい
る。また、図１０に示すように、図９で示したスポットリフレクタ取付部１０８の底面に
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は、前後方向に貫通した取付孔１０８ａが形成されている。
　スポットリフレクタ６６は、ボス６６ａが図１５で示したスポットレンズ６５の取付孔
６５ｄに挿通され、かつスポットリフレクタ取付部１０８に挿入された状態で、背面側か
らねじ（不図示）を、取付孔１０８ａを介してボス６６ａのねじ孔６６ｂにねじ込むこと
によって、ベース部材１００に固定されている。スポットリフレクタ６６がベース部材１
００に固定されている状態では、図５（ａ）で示した導光棒７０の突出領域Ａがスポット
リフレクタ６６によって覆われているため、突出領域Ａは正面側（遊技者側）からは視認
されないようになっている。
【００５１】
　図５（ａ）で示した導光棒７０のボス９４ａ，９４ｂ，９４ｃは、非透光性であって不
透明である反射部９１の背面に立設されている。このため、正面側（遊技者側）からのボ
ス９４ａ，９４ｂ，９４ｃおよびそれらに挿入されるねじ（不図示）の視認は困難となり
、遊技機の意匠性が低下するのを防止できる。また、上述のとおり、導光棒７０の突出領
域Ａおよび突出領域Ｂは、正面側から意匠部材（スポットリフレクタ６６および装飾部材
６３）によって覆われている。このため、図２に示すように、正面側（遊技者側）からは
、突出領域Ａおよび突出領域Ｂを視認することはできない。これにより、遊技機の意匠性
が低下するのを防止できる。
【００５２】
　次に、ベース部材１００の背面側に取り付けられるスピーカ６７について説明する。図
１０に示すように、ベース部材１００におけるスピーカグリル１０１が形成されている箇
所の背面には、背面から見て長円環状の囲繞壁部１０９が立設されている。囲繞壁部１０
９は、長手方向壁部１０９ａと短手方向壁部１０９ｂとを備えている。長手方向壁部１０
９ａは、左右方向に延在しており、略直線状に形成されている。短手方向壁部１０９ｂは
、上下方向に延在しており、円弧状に形成されている。囲繞壁部１０９の外側であって、
短手方向壁部１０９ｂの上下方向両側となる位置には、ボス１０９ｃが立設されている。
ボス１０９ｃには、ねじ孔１０９ｄが形成されている。
【００５３】
　図１７は、スピーカ６７を正面側から見た斜視図である。スピーカ６７は、外形が略矩
形状であり、スピーカ本体６７ａとフランジ部６７ｂとを備えている。スピーカ本体６７
ａとフランジ部６７ｂとは、金属により一体に形成されている。スピーカ本体６７ａは、
内部にコーンを備えているとともに、後端部にボイスコイル等が設けられている。フラン
ジ部６７ｂは、スピーカ６７の先端面６７ｃからスピーカ６７の後端側に向かって所定の
距離だけ離間した位置において、スピーカ本体６７ａの外側に向けて張り出すようにして
形成されている。また、フランジ部６７ｂは、正面から見て外形が略矩形状であり、四隅
には取付孔６７ｄが形成されている。スピーカ６７の先端面６７ｃは、正面から見て長円
環状に形成されており、先端面６７ｃがベース部材１００の囲繞壁部１０９の先端面に当
接するようになっている。
【００５４】
　スピーカ６７は、先端面６７ｃがベース部材１００の囲繞壁部１０９の先端面に当接さ
れているとともに、フランジ部６７ｂのフランジ面がベース部材１００のボス１０９ｃの
先端面に当接されている状態で、背面側からねじ（不図示）を、取付孔６７ｄを介してベ
ース部材１００におけるボス１０９ｃのねじ孔１０９ｄにねじ込むことによって、ベース
部材１００に固定されている。
【００５５】
　既述のとおり、スピーカグリル１０１の前面側には導光棒７０が取り付けられているが
、導光棒７０は撓みの最も大きくなる左右方向中央をねじ締めされて固定されている。こ
れにより、スピーカ６７から音が出力された際における導光棒７０の振動（ビビリ）が抑
制されている。
【００５６】
　また、導光棒７０は、光導入部８２を介して光を導入し、導光部８１が発光するように



(13) JP 6780863 B2 2020.11.4

10

20

30

40

50

形成されている。このため、スピーカ６７とスピーカグリル１０１との間に導光部８１を
発光させるための光源基板を設ける必要がない。これにより、スピーカ６７の開口率が低
下し、スピーカ６７から出力される音の音質が低下するのを防止できる。ここで、スピー
カ６７の開口率とは、正面から見た際におけるスピーカ６７の開口Ｓ（図１７）の面積を
分母とし、開口Ｓがその他の部材によって塞がれていない領域の面積を分子として求めら
れる割合である。また、図９で示したように、導光棒取付部１０２ａが、スピーカグリル
１０１の上縁の外側に形成されているとともに、導光棒取付部１０２ｂが、スピーカグリ
ル１０１の下縁の外側に形成されているため、スピーカグリル１０１の開口率が低下する
のをさらに防止できる。
【００５７】
　図１８は、リフレクタ１１０によって覆われている状態の光源基板１２０を正面から見
た図である。
　図１８に示すように、複数のＬＥＤ１２１のそれぞれの近傍には、各ＬＥＤ１２１を識
別するための識別符号１２４が記されている。光源基板１２０の前面にはｎ個（ｎは１以
上の整数）のＬＥＤ１２１が実装されているが、各ＬＥＤ１２１には、１～ｎまでの通し
番号が付与されている。識別符号１２４は、光源基板１２０の前面（ＬＥＤ１２１実装面
）における各ＬＥＤ１２１の近傍となる位置に、通し番号に対応させて記されている「Ｌ
ＥＤ１」～「ＬＥＤｎ」までの文字である。なお、ここでいう文字には、数字や記号等が
含まれる。図１８は、識別符号１２４として「ＬＥＤ１」～「ＬＥＤ９」が記された例を
示している。通し番号は、遊技機（光源基板１２０）の設計者によって定められている。
例えば、ｎ個のＬＥＤ１２１のうちの１個のＬＥＤ１２１が点灯しなくなった場合等に、
当該点灯しなくなったＬＥＤ１２１の識別符号１２４を確認することで、点灯しなくなっ
たＬＥＤ１２１の通し番号を判別することが可能となる。これにより、当該点灯しなくな
ったＬＥＤ１２１の識別符号１２４から光源基板１２０の回路図等を辿ることで、光源基
板１２０の故障個所等を解析することが可能となる。
【００５８】
　また、識別符号１２４は、リフレクタ１１０が光源基板１２０の前面側に配置された状
態でも、各ＬＥＤ１２１を識別可能な位置に設けられている。既述のとおり、光源基板１
２０はリフレクタ１１０によって前面側を覆われているが、リフレクタ１１０には開口部
１１１等の開口が形成されているため、ＬＥＤ１２１は開口部１１１等を介して露出した
状態となる。そして、開口部１１１等を介してＬＥＤ１２１が露出した状態では、正面視
から識別符号１２４を視認することができるようになっている。このため、各ＬＥＤ１２
１の通し番号が何番なのかを把握することができる。このとき、識別符号１２４は、その
全体が視認可能となっていなくてもよく、各ＬＥＤ１２１を識別可能な状態となっていれ
ばよい。例えば、図１８における「ＬＥＤ１」、「ＬＥＤ３」、「ＬＥＤ５」、「ＬＥＤ
６」等の識別符号１２４は、その一部（文字部分）がリフレクタ１１０によって隠されて
いるが、識別符号１２４における数字部分が見えているため、各ＬＥＤ１２１を識別する
ことが可能となっている。
　なお、図示は省略するが、識別符号１２４としての「ＬＥＤ１」～「ＬＥＤｎ」の文字
のうちの数字部分「１」～「ｎ」は、リフレクタ１１０が光源基板１２０の前面側に配置
された状態において、正面側からすべて視認可能な状態となっている。したがって、リフ
レクタ１１０が光源基板１２０の前面側に配置された状態において、光源基板１２０の前
面側に設けられたＬＥＤ１２１はすべて、識別符号１２４により識別可能な状態となって
いる。
【００５９】
　また、光源基板１２０の前面に設けられた識別符号１２４はすべて、ＬＥＤ１２１に対
して同じ側（図１８ではＬＥＤ１２１の下側）に設けられている。また、識別符号１２４
はすべて、標記方向が揃えられている。例えば図１８に示すように、識別符号１２４はす
べて、左から右に読むよう記載されている。
【００６０】
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　また、光源基板１２０やリフレクタ１１０は、例えば、回転リールのバックライト（回
転リールを後側から照明するライト）に用いられるもの等であってもよい。
【００６１】
　光源基板１２０に対してリフレクタ１１０が設けられた状態、特に光源基板１２０とリ
フレクタ１１０とが互いに固定された状態において、識別符号１２４によって光源基板１
２０に実装されたＬＥＤ１２１を識別可能な状態となっていれば、光源基板１２０からリ
フレクタ１１０を取り外すことなく、識別符号１２４によって各ＬＥＤ１２１を識別でき
る。これにより、光源基板１２０の故障時の解析等を容易に行うことができる。
【００６２】
　以上のように、本実施の形態によれば、導光棒７０の反射部９１における導光部８１と
の接合面には、長手方向に沿って凹部９１ｂと凸部９１ａとが交互に形成されている。こ
のため、導光部８１の内部を進行する光が、凹部９１ｂと凸部９１ａとが交互に形成され
ている非透光性の反射部９１で反射されて前方側に放射される。したがって、導光棒７０
を均一に発光させることができる。
【００６３】
　また、反射部９１の隣り合う凸部９１ａの間隔は、長手方向中央部に比べて長手方向両
端部の方が狭くなっている。このため、長手方向中央部において反射部９１で反射されて
前方側に放射される反射光の量が抑制されるとともに、長手方向両端部において前方側に
放射される反射光の量が増大されるので、導光部８１の中央近傍において輝度の上昇が抑
制されるとともに、導光部８１の両端において輝度の低下が抑制される。したがって、導
光棒７０をより均一に発光させることができる。
【００６４】
　また、導光棒７０は、長手方向における一方の端部からＬＥＤ１２１に向かって延在す
るように形成された光導入部８２をさらに備え、光導入部８２は、複数のＬＥＤ１２１に
向かって複数に分岐するように形成されている。このため、導光棒７０は、複数に分岐さ
れている光導入部８２を介して、複数のＬＥＤ１２１から出射される光を取り入れること
ができる。したがって、導光棒７０の発光輝度を上昇させることができる。
【００６５】
　また、導光棒７０のボス９４が、非透光性であって不透明である反射部９１の背面側に
立設されているため、正面側からのボス９４の視認が困難となる。したがって、遊技機の
意匠性が低下するのを防止できる。
【００６６】
　また、ボス９４は、正面側から見て円形状の一部の形状が導光棒７０の外縁から外側に
はみ出るように形成されているが、当該一部の形状は正面側から意匠部材（装飾部材６３
，スポットリフレクタ６６）によって覆われるように形成されている。このため、当該一
部の形状が正面側から視認されることはない。したがって、遊技機の意匠性が低下するの
を防止できる。また、ボス部９４が挿入される相手形状が、スピーカグリル１０１の外縁
の外側に形成されているため、スピーカ６７の開口率の低下が抑制される。したがって、
スピーカ６７から出力される音の音質が低下するのを防止できる。
【００６７】
　また、ストップボタン５４を動作させるために必要な力は、ＭＡＸベットボタン５６を
動作させるために必要な力よりも小さく設定されている。このため、遊技者は、ストップ
ボタンの操作に関して軽くて心地よい操作フィーリングを得ることができるとともに、テ
ンポよくすべてのストップボタンを押下することが可能となる。したがって、遊技者は快
適に遊技を行うことが可能となり、遊技性が向上する。
【００６８】
　なお、本実施の形態では、導光棒７０が光導入部８２を備えている場合について説明し
たが、導光棒７０は光導入部８２を必ずしも備えている必要はない。導光棒７０において
、導光部８１の長手方向における一方の端部に背面側から光が入射されるものであればよ
い。また、ボス９４の形状が円柱状である場合について説明したが、ボス９４の形状はこ
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れに限定されるものではなく、例えば方形状であってもよい。
【符号の説明】
【００６９】
　５４　ストップボタン
　５６　ＭＡＸベットボタン（ベットボタン）
　６３　装飾部材（意匠部材）
　６６　スポットリフレクタ（意匠部材）
　７０　導光棒
　８１　導光部
　８２　光導入部
　９１　反射部
　９４　ボス（取付部）
　１２１　ＬＥＤ（光源）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１７】

【図１８】
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